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会議の概要(議事録) 
 

会議の名称 
（番号） 

１－２３ 
令和４年度 第２回すみだ女性センター運営委員会 

開 催 日 時  令和４年７月２０日（水）午前１０時から１１時まで  

開 催 場 所 すみだ女性センター  

出 席 者 数 

１０人 【委 員】 内田淳 坂根慶子 志波洋子 杉山敦志 

髙𣘺美佐子 武市海里  西澤直子  

（欠席：川嶋久美子、北原絢子、吹野有美、宮腰義仁） 

人権同和・男女共同参画課長  

人権同和・男女共同参画課男女共同参画主査  

すみだ女性センター館長 

    【事務局】 総務部長 すみだ女性センター職員 

会議の公開 

（ 傍 聴 ） 
公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 
傍聴者数 ０人 

議 題 

１ 令和４年度すみだ女性センター事業等進捗状況及び今後の予定 

２ その他報告事項 

３ 各協力委員会活動報告 

４ すみだ女性センターの愛称等について 

配 付 資 料 
資料１ 各協力委員会活動報告 

資料２ すみだ女性センターの愛称等について 

会 議 概 要 

１ 開会 

館長から会議の公開と議事録作成のための録音について了解を求め、了承された。 

２ 議事（司会：委員長） 

（１）令和４年度すみだ女性センター事業等進捗状況及び今後の予定 

館長：説明。 

【主な意見、質疑等】 

   特になし 

（２）その他報告事項 

男女共同参画担当主査：墨田区女性と男性の共同参画基本条例の一部を改正す

る条例（案）のパブリック・コメントの実施について、「墨田区男女共同参画

推進プラン」の改定準備のための２つの調査について（区民意識調査：６月実

施済・区内事業所調査：９月実施予定）、「ＤＶ相談」窓口周知カードの作成

と設置について説明。 

【主な意見、質疑等】 

   特になし 

（３）各協力委員会活動報告 

   各協力委員会の委員長から資料１を用いて報告。 

【主な意見、質疑等】 

・すずかけひろば講演会講師については、運営委員会の開催までに間に合うよう
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に講師名とテーマを報告していただけたら、講演会のテーマについて委員から

の意見を聴取できる。（意見） 

・すみだ女性センターで実施するすずかけひろば講演会や講座委員会の講座の開

催手段について、コロナ禍の中で子育て世代の方や高齢者の方にも対応できる、

ハイブリット方式（対面方式に加え、一部オンラインでも参加できる方式）で

行うなど、検討してはどうか。（意見） 

・ひろば委員長：「すずかけひろば」については、コロナ禍の中で一昨年度は中

止、昨年度は情報経営イノベーション専門職大学の協力を得て動画作成及び配

信をした。今年度は「今年こそは開催したい、発表したい」という登録団体の

意向があったので、感染症対策を万全としながらの対面開催とし、準備を進め

ている。 

・館長：「すずかけひろば」の講演会はすずかけ大学講座と比べて規模が大きい

ため、オンラインでの開催は考えていない。また、新型コロナウイルス感染症

の状況については、感染状況の推移を注視し、区の方針等で中止もありうるが、

現段階では、登録団体から発表したいという意向があったので、対面開催を計

画した。 

・「すずかけひろば」講演会の定員を普段より減らしているのであれば、登録団

体の方のためにも期間限定で録画を見てもらう等、多くの方に見ていただける

ような方法を検討してはどうか。（意見） 

（４）すみだ女性センターの愛称等について 

館長：資料２を用いて説明。 

  【主な意見、質疑等】 

・開館当初の愛称決定方法が当時の協議会委員の投票で点数化により決定された

とのことだが、投票にはいろいろな方法を考えたほうが良い。（意見） 

・「すみだ女性センター」名称が変わらない可能性もあるのか。また愛称名も変

えないということもあるのか。（質問） 

・館長：条例改正とともに「すみだ女性センター」名称を変える方向である。ま

た、施設の愛称名を変更する場合は、その決定の方法も含め、30 年間親まれて

いる現在の「すずかけ」の名称も候補名として挙げ、運営委員会で検討いただ

きたい。 

・愛称は、女性センター名が新しく変わるのであれば、センターを認識してもら

い、若い世代の利用を取り込むためにも公募の方がよいと考える。よって、愛

称の決定の仕方は、資料２の５（１）③の「センター利用者の投票による決定」

が良い。（意見） 

・すみだ女性センターが変わるのであれば、愛称「すずかけ」は残したほうがよ

いと思う。もし、公募にするとしても「すずかけ」も選択できるように候補名

としたほうがよい。（意見） 

・愛称名を決める方法としての公募には方法や決定などの点で疑問を感じる。協

力委員会や運営委員会において、ブレーンストーミングなどで十分に検討をし

たうえで決定するという方法もあると良い。「すずかけ」を継続することに賛

同するが、もし新たな愛称名にするのであれば、資料２の５（１）①の「運営

委員会・協力委員会委員の投票による決定」で、「すずかけ」を含めて決定し

ていく方法が良い。（意見） 

・公募の投票方式は、過去にＪＲ山手線の駅名「高輪ゲートウェイ」のように投

票で 1位でなかったが、駅名になった例がある。その名になった理由が不透明

となっているので、公募は不安である。（意見） 
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・インターネットでの投票という方法もあるが、投票 1 位となる名称は、大概意

味を成さないものが多いと思う。（意見） 

・愛称名を投票方法で行ったとして多数決で 1 位になった愛称をそのまま決定せ

ずに、候補名とし運営委員会で議論し、正しい知識と判断で検討したうえで決

定する方法でもよいと思う。（意見） 

・「すずかけ」は利用者団体としての視点からみて、親しみのある良い名である

ため、残してほしいと思う。案として「すずかけセンター」としても良いので

はないかと思う。（意見） 

・区民自らが決めた愛称の施設であれば、区民の利用意識が高まる。しかし公募

はするが、投票結果による順位にこだわらず候補名を選出する手段にするとな

ると、応募した側からすれば、投じた 1 票が生かされるとは限らず、施設に対

する意識が下がってしまうと考える。愛称の決定は議論して決めるにしても、

例えばシンボルマークなどのような他に区民が関わって決められるものがあれ

ば、センターの認知につながると思う。（意見） 

・今後はどのようにすすめていくのか。（質問） 

・総務部長：運営委員会の意見を整理して、もう一度議論しやすい形の資料を作

成するので、運営委員会で検討していただき決めていきたい。 

・愛称を決めていくうえで、元になる施設名称が、どのような施設名称になるか

わからないと、現時点で愛称を検討していくことは難しいと考える。（意見） 

・総務部長：施設名称の検討状況を情報提供する。 

・例えば決定方法については、広報に掲載する投票方法等の説明文が長いと理解

しにくいため、投票する側も決める側も理解できるシンプルな方法がよい。（意

見） 

・議論の状況からすると現時点で、愛称は「すずかけ」が有力であるが、各委員

の愛称に関する意見等を次回の運営委員会までに考えて持ち寄ることではどう

だろうか。（意見） 

３ 閉会 

  部長より閉会の挨拶。 

館長：次回の運営委員会の開催の時期は未定だが、令和 5 年 2 月頃の議会の時期

にあわせ、皆様に進捗状況をお知らせしながら運営委員会を開催する予定であ

る。愛称の候補については、委員皆様からの意見をメールで聴取することもで

きるので、事務局から情報提供させていただきながら何等かの方法で検討を進

めていきたい。 

  ・施設名称の候補があがらないと、愛称を決めにくい。現時点で施設名称の候補

名があるのか。または、方向性だけでも情報提供は無いのか。（質問） 

・課長：多様な性の尊重を含めた男女共同参画を推進する施設としてわかりやす

い名称を考えたい。 

 

会議の概要は以上である。 

所 管 課 総務部 人権同和・男女共同参画課 すみだ女性センター （電話 5608－1771） 

 


